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震
災
の
年
に

逝
っ
た
愛
犬

ピ
ー
は
私
た
ち

夫
婦
の
大
切
な

「
一
人
娘
」だ
っ

た
。
ピ
ー
の
葬
儀
の
参
列

者
は
私
た
ち
夫
婦
と
私
の

妹
の
３
人
。
ピ
ー
の
死
を

心
か
ら
悼
む
者
だ
け
で

行
っ
た
。
葬
儀
と
は
そ
う

い
う
も
の
だ
と
思
う
。
弔

意
は
強
要
す
る
も
の
で
は

な
い
か
ら
▼
ピ
ー
の
骨
は

庭
の
隅
に
埋
め
、
小
さ
な

墓
石
を
立
て
て
花
を
植
え

「
ピ
ー
ち
ゃ
ん
園
」
と
し
た
。

微
小
な
生
き
物
た
ち
に
分

解
さ
れ
た
ピ
ー
の
骨
の
分

子
を
取
り
入
れ
、
草
や
花

は
よ
く
育
っ
た
。
蝶
や
蜜

蜂
が
そ
の
蜜
を
吸
い
、
様
々

な
虫
た
ち
は
そ
の
葉
を
食

べ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を

食
べ
る
鳥
た
ち
も
や
っ
て

き
て
命
が
リ
レ
ー
さ
れ
て

い
る
▼
昨
年
の
冬
、
庭
に

逃
げ
な
い
雀
が
現
れ
た
。

私
は
厳
冬
期
に
な
る
と
庭

に
雀
用
の
餌
を
撒
く
の
だ

が
、
雀
は
普
通
、
警
戒
心

が
強
く
人
の
気
配
だ
け
で

パ
ッ
と
逃
げ
て
し
ま
う
。

と
こ
ろ
が
一
羽
だ
け
逃
げ

な
い
雀
が
現
れ
た
の
だ
。

し
か
も
そ
の
雀
は
自
然
界

に
餌
の
あ
る
春
に
な
っ
て

も
毎
日
や
っ
て
く
る
。
ピ
ー

ち
ゃ
ん
園
の
草
や
虫
も
食

べ
る
こ
の
雀
の
体
の
一
部

は
ピ
ー
の
分
子
で
で
き
て

い
る
は
ず
。
ピ
ー
の
雀
だ

か
ら
「
ピ
ー
ス
」
と
名
付

け
た
▼
１
９
７
１
年
、
音

楽
家
の
カ
ザ
ル
ス
が
国
連

で
「
故
郷
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

の
鳥
は
“peace peace 

peace

”
と
歌
う
」
と
演
説

し
、「
鳥
の
歌
」
を
演
奏
し

た
。
私
も
毎
日
、
空
に
向

か
っ
て
「
ピ
ー
ス
、
ピ
ー

ス
！
」
と
呼
び
か
け
て
い

る
。
今
も
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
、
ロ

シ
ア
で
、
そ
し
て
世
界
中

の
空
で
鳥
が
歌
っ
て
い
る

は
ず
。
“peace p

eace 
peace

”
と
。 

（
ゆ
）

－はるな生協の現況－
（2022年８月27日現在）

組合員数	 20,029人
出資総額	 429,019,200円
一人平均出資額	 21,420円

電話 027（323）2762 ９ 月 号

　
通
町
診
療
所
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
ご
家
族
皆
さ
ん
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
診
療

所
で
す
。
医
科
診
療
所
、通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（
デ
イ
ケ
ア
）、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
（
ケ
ア

マ
ネ
）、
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
通
町
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

コ
ロ
ナ
禍
の

ニ
ー
ズ
に

迅
速
に
対
応

職
員
が

力
を
合
わ
せ

地
域
と
共
に

土
曜
祝
日
営
業

作業療法でティッシュカバーを
作りました

病
院
工
事
中

は
る
な
生
活

協
同
組
合

　

１
階
の
医
科
診
療
所
は
、

外
来
診
療
の
ほ
か
訪
問
診
療

や
自
治
体
の
健
康
診
断
、
予

防
接
種
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

診
療
所
全
体
の
活
動
で

は
、
全
職
員
対
象
の
学
習
会

を
月
１
回
開
催
し
、
職
員
が

身
に
つ
け
て
お
き
た
い
知
識

を
学
ん
で
い
ま
す
。
８
月
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
に
つ
い
て

実
際
に
模
型
を
用
い
て
学
習

し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
に
よ
り

は
る
な
生
協

組

合

員

活

動

部

　外壁タイル及び壁の老朽化補修、塗り替えのため５
月より工事を行っています。高崎中央病院、通町診療
所をご利用の皆さまには、通路の変更などご迷惑をお
かけしています。この工期は高崎中央病院10月22日ま
で、通町診療所では９月23日ま
で予定しています。
　この間の工事による休診はあ
りません、シートに囲まれてい
ますが営業していますのでご利
用下さい。

頼
り
に
な
る

事
業
所
を
目
指
し
て

通
町
診
療
所

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
入
院
す

る
と
面
会
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
在
宅
で
の
療
養

を
希
望
さ
れ
る
方
が
増
え
た

た
め
、
外
来
診
療
の
時
間
を

や
や
短
縮
し
、
訪
問
診
療
の

ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

見
直
し
し
ま
し
た
。
法
人
内

外
の
事
業
所
の
多
職
種
で
連

携
し
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

の
ご
希
望
に
あ
わ
せ
、
住
み

慣
れ
た
環
境
・
地
域
で
療
養

生
活
を
送
れ
る
よ
う
お
手
伝

い
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

応
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や

発
熱
外
来
な
ど
地
域
で
必
要

と
さ
れ
る
医
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
発
熱
外
来
は
、
診
察

室
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

駐
車
場
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
問
診
の
利

用
、
事
前
に
電
話
で
状
態
を

お
聞
き
す
る
な
ど
、
一
人
で

も
多
く
の
方
の
診
察
が
で
き

る
よ
う
工
夫
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　

２
階
デ
イ
ケ
ア
で
は
一
昨

年
よ
り
土
曜
祝
日
営
業
を
し

て
い
ま
す
。
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
利
用
者
さ
ん
の
１
週
間

の
リ
ズ
ム
を
保
ち
過
ご
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
で
す
。
半

日
の
ご
利
用
希
望
相
談
に
も

で
き
る
限
り
対
応
し
て
い
ま

す
。
リ
ハ
ビ
リ
は
マ
シ
ン
利

用
・
個
別
・
集
団
と
、
リ
ハ

ビ
リ
職
員
が
そ
の
方
に
適
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、

介
護
職
と
と
も
に
身
体
機
能

の
維
持
・
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
取
り

高崎中央病院・通町診療所棟外部工事
入
れ
な
が
ら
、
楽
し
く
リ
ハ

ビ
リ
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

今
後
は
地
域
の
方
に
も
参
加

の
ご
案
内
を
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
場
を
超
え
て
全

職
員
参
加
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
チ
ー
ム
毎
に
職
員
が
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
改
善
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
昨
年
度
は
駐
輪

場
所
に
テ
ー
プ
を
貼
り
、
そ

れ
か
ら
は
整
然
と
駐
輪
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
窓
に
四
季
折
々
の

装
飾
を
施
し
患
者
さ
ん
や
利

用
者
さ
ん
、
近
隣
の
方
か
ら

も
好
評
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
要
望
を
お
聞
き
し
な

が
ら
工
夫
を
重
ね
、
皆
さ
ん

に
頼
っ
て
い
た
だ
け
る
事
業

所
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

通町工事中

AED学習会の様子（８月開催）
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仲間増やし（加入）、出資金増やしにご協力ください

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
て
お
困
り
の
方
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

①
デ
イ
ケ
ア
と
は
？

生
活
向
上
の
た
め
の
訓
練

や
、
食
事
・
入
浴
な
ど
の
生

活
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

デ
イ
ケ
ア
で
は
、歩
行
訓
練
、

体
操
、
入
浴
、
排
泄
介
助
、

住
宅
改
修
。

・
福
祉
用
具
の
ア
ド
イ
ス
、

バ
イ
タ
ル
測
定
で
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

②
デ
イ
ケ
ア
と
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
違
い
は
？

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
主
に
自

宅
で
日
常
生
活
を
一
方
、
デ

イ
ケ
ア
は
入
浴
・
排
泄
な
ど

の
介
助
も
行
い
ま
す
が
、
医

療
や
リ
ハ
ビ
リ
に
特
化
し
て

い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
デ

イ
ケ
ア
に
は
医
師
や
リ
ハ
ビ

リ
専
門
の
職
員
が
お
り
、
医

師
の
指
示
や
、
リ
ハ
ビ
リ
の

計
画
書
に
基
づ
い
て
リ
ハ
ビ

リ
を
行
い
ま
す
。
そ
の
為
デ

イ
ケ
ア
で
は
体
の
機
能
が
衰

え
て
い
る
の
で
向
上
さ
せ
た

い
方
な
ど
に
適
し
て
い
ま

す
。

③
デ
イ
ケ
ア
の
利
用
目
的
・

こ
ん
な
方
に
お
勧
め

・
入
院
中
行
っ
て
い
た
リ
ハ

ビ
リ
を
退
院
後
も
続
け
た

い
・
医
師
が
い
る
環
境
で
安
心

し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
う
け
た

い
・
物
が
上
手
く
飲
み
込
め
な

い
の
で
、
専
門
的
な
指
導

を
受
け
た
い

・
日
中
は
介
護
を
休
め
る
時

間
に
し
た
い

④
対
象
者

65
歳
以
上
で
要
支
援
１
〜

２
、
要
介
護
１
〜
５
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方
（
64
歳
以

下
で
も
特
定
疾
病
を
抱
え
て

い
る
方
も
要
介
護
人
と
し
て

の
申
請
が
で
き
ま
す
）。

☆
高
崎
中
央
病
院
デ
イ
ケ
ア

の
特
徴

リ
ハ
ビ
リ
内
容
は
室
内
で

の
歩
行
運
動
や
重
り
を
付
け

る
内
容
の
ゲ
ー
ム
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、年
間
行
事
と
し
て
、

桜
の
花
見
・
夏
祭
り
・
運
動

会
・
忘
年
会
な
ど
、
１
年
間

を
通
し
て
季
節
感
を
感
じ
ら

れ
る
イ
ベ
ン
ト
も
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
た
い
。

お
風
呂
も
入
り
た
い
。
と
い

う
方
も
大
歓
迎
で
す
。

半
日
で
の
ご
利
用
も
可
能

で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
相
談
下
さ

い
。

（
デ
イ
ケ
ア

高
桑
）

て
の
足
の
運
動
、
立
ち
上
が

り
訓
練
な
ど
午
前
中
は
集
団

で
の
運
動
。
必
要
に
応
じ
て

リ
ハ
ビ
リ
職
員
の
個
別
リ
ハ

ビ
リ
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
（
認
知
機
能

予
防
）
の
脳
ト
レ
を
取
り
入

れ
た
運
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

午
後
は
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操

（
ゴ
ム
バ
ン
ド
を
使
用
し
た

体
操
）
や
棒
体
操
・
平
行
棒

体
操
な
ど
週
変
わ
り
で
行
っ

て
い
ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
時
間
で
は
、
リ
ハ

ビ
リ
に
繋
が
る
動
作
を
取
り

入
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
行
え

高
崎
中
央
病
院
デ
イ
ケ
ア

長
く
続
い
て
い
る
コ
ロ
ナ

禍
で
、「
人
と
話
さ
な
く
な
っ

た
、
出
か
け
る
機
会
が
減
っ

た
、
気
力
も
な
く
な
っ
て
き

た
」そ
ん
な
声
を
聞
き
ま
す
。

体
操
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ

け
で
は
な
い
、
自
分
の
こ
れ

か
ら
や
っ
て
み
た
い
事
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。例

え
ば
、
毎
朝
ひ
と
つ
覚

え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
花
の

名
前
・
漢
字
な
ど
）。
ス
マ
ー

ト
ホ
ン
で
写
真
、「
今
日
の

１
枚
」
を
撮
影
す
る
。

一
日
一
句
、
今
月
の
一
句

を
緑
十
字
に
投
稿
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
毎
年
人

気
の
あ
い
う
べ
体
操
も
お
勧

め
で
す
。

心
と
か
ら
だ
の
健
康
に
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
ら

そ
の
日
か
ら
始
め
、
で
き
な

い
日
が
あ
っ
て
も
30
日
後
に

は
参
加
報
告
ハ
ガ
キ
を
投
函

し
て
下
さ
い
。

＊
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ご
希
望
の

方
は
事
業
所
窓
口
又
は
組
合

員
活
動
部
ま
で
０
２
７
―

３
２
３
―
２
７
６
２

＊
９
月
に
減
塩
を
テ
ー
マ

に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
ヒ
ン
ト

に
な
る
学
習
会
を
行
う
予
定

で
す
。

リ
モ
ー
ト
開
催
、
会
場
は

組
合
員
ふ
れ
あ
い
会
館
、
高

崎
市
高
関
町
４
９
８
―
１

申
し
込
み
先
は
、
組
合
員

活
動
部
で
す
。

10
月
号
の
緑
十
字
は
、
健

高崎市にお住まいの方
高崎中央病院では予約をしなくても国保特定健診が

受けられます。
毎年12月に近づくと混み合います。
９月10月、平日の午後のご利用をお勧めします。
（午後は３時からです）
後期高齢者健診及び各種がん検診も行えます。
胃がん検診は内視鏡となるために予約が必要です。
「健康づくり受診券」をお持ちになりお越しくださ
い。
健康診断のご相談などお気軽に電話して下さい。

高崎中央病院健診室直通 ☎027-323-2181

健康診断受けてますか健康健康診断受断受けてますか 挑戦するきっかけに

健康チャレンジの

お勧め

康
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
特
集

「
フ
レ
イ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
予
防
」
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

平行棒体操

リハビリの様子

お花見



2022年９月10日 ⑷2022年９月号（第678号） 緑　　　　   十　　　　   字（みどりじゅうじ）

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
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2022 年 4月現在
群馬県学校給食費無料化地図「すこしお」とは…

　「少しの塩分ですこやかな生活」
を目指す医療福祉生協のとりくみ
の総称です。

ちょっと一言ちょっと一言

かぼちゃ入りラタトゥイユ
●材　料（４人分）
・�かぼちゃ………………… 350ｇ
・�玉ネギ…………………… 200ｇ
・�ピーマン………………… 160ｇ
・�トマト…………………… 300ｇ
・�ナス……………………… 160ｇ
・�にんにく………………… 1かけ
・�オリーブオイル………大さじ１
・�塩………………………小さじ１
・�こしょう……………………少々

●作り方
①�かぼちゃは３cmくらいの角切り
のし、ピーマン、ナス、玉ねぎ、
トマトも同じくらいのコロコロ
に切る。

　カロテンなど栄養素が豊富で、油と一緒に摂ると吸収率がUPします。

　　　（高崎中央病院栄養科　調理師　武藤　圭吾）
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②�フライパンにオリーブオイルを
弱火で熱し、にんにくを炒めて
香りをだし、かぼちゃ、玉ねぎ、
ピーマン、ナスを加えて５分ほ
ど炒める。
③�トマトを加え、塩、こしょうをし、
弱火で20～ 25分蒸し煮にする。

〈１人分の栄養価〉
　160kcal　塩分1.5ｇ

お詫びと訂正
　緑十字８月号４面で紹介した「第17回ふるさとの散歩道」行き方にて「富岡製紙工場」は
→正しくは「富岡製糸場」です。お詫びして訂正いたします。

　医療生協は、WHOの提起に呼応して喫煙による健康被害を広く伝え、さら
なる禁煙促進の啓発を行なうことを目的に、毎年５月31日にWHO5.31世界禁
煙デーの取り組みを呼びかけています。
　2023年も、「禁煙に取り組むこと」を更に広げる為、ポスターコンクールを
実施します。

○自閉症の息子と母親の生活をとおして親子の絆を描く物語
　都会の古民家で寄り添って暮らす母と息子。自閉症の息子の将来に不安を感
じた母親はグループホームに入居を決めるが、息子は環境の変化に戸惑いホー
ムを抜け出してしまい厄介な事件に巻き込まれてしまう。地域コミュニティとの
不和や偏見の問題も取り入れながら親子の絆や深い愛情が描かれています。
○ことわざ「桜切る馬鹿、梅切らぬ馬鹿」とは？
　樹木の剪定には、それぞれの木の特性に従って対処する必要があるという戒
め。転じて人との関わりにおいても、相手の性格や特徴を理解しようと向き合う
ことが大事であることを指します
○日　時　10月７日（金）
　（午前の部）午前10時30分～（午後の部）午後２時00分～
　（夜�の�部）午後６時30分～
○会　場　高崎市シティギャラリーコアホール
○前売券　1,000円（当日1,200円）　高校生以下当日割引料金（800円）
○お問合せ　027（323）2762（組合員活動部）

■�出演：加賀まりこ、塚地武雅、
　渡辺いっけい、森口瑤子、
　斎藤汰鷹、林家正蔵、高島礼子
■監督・脚本：和島香太郎
■主催：はるな生活協同組合
■後援：高崎市、高崎市教育委員会
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お問合せ先：組合員活動部（金屋）
☎027-323-2762

2023年WHO 5.31世界禁煙デー ポスターコンクールのお知らせ

「梅切らぬバカ」上映会のお知らせ

【お問い合わせ先】
社会保障委員会事務局（組合員活動部）まで
☎027（323）2762

応 募 条 件：未成年者
応募サイズ：Ａ３～Ａ４サイズ
応 募 締 切：2023年１月７日（土）
提 出 先：組合員活動部（金屋）
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禁煙を広く社会啓発することを
目的とした内容の絵を募集します。
沢山のご応募お待ちしています！
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ハローワーク前なんでも相談会の終了
＝12年８カ月の相談会に幕＝

　はるな生協では、現在３つの生活困窮者支
援(炊き出し・無料なんでも相談会・シングル
マザー支援)に取り組んでいます。その中で、
ハローワーク前なんでも相談会が６月28日の
相談会を最後に終了と致しました。
　理由は、来場者の減少にあります。相談を
利用する立場から現在の相談形式（電話相談

やインターネットなど）にマッチしなくなってきたためです。
　この相談会は2009年に始まり、ハローワークで職を探す人たちの生活、健康、
労働、法律に関する相談に乗れるよう、弁護士や労働組合、医療従事者などが
それぞれの相談に乗る体制でした。職員にもこの取り組みは浸透し、多職種に
わたり協力していただき、組合員では会場内でのおにぎりや豚汁の配食を高関
支部のボランティアの皆さんにお手伝いしていただきました。相談会は、新型
コロナウイルスの感染拡大が始まった最中でも飲食無しの「コロナお困り事相
談会」として行いました。
　これまで相談会は累計約146回、のべ3,720人超の相談に乗ってきました。
うち生活保護の申請は、約130人に支援してきました。
　相談会は終了しましたが、引き続き炊き出しとシングルマザー支援（ひとり
親家庭やコロナ禍で無保険状態となった方々への支援物資の提供）は行ってい
きます。この活動に最も必要な主食のお米（玄米可）も引き続きご支援いただ
ければ幸いです。今後ともご支援をよろしくお願い申し上げます。

反貧困実行委員会

お問い合わせ先：組合員活動部・野村まで�　☎027（323）2762

ハローワーク前相談会の様子
（2020年１月28日）




